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湯河原温泉における温泉水位の連続観測
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by
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(Abstract )

In the Yugawara area' considerable lowering of thermal water-levels due to overdischarge
have been observed since 1955. Annual fluctuations of thermal water-levels in seven deep

wells have been monitoring since 1978. Lowering trend of water-levels in four deep production
well are described. The recent rate of water-level drop is estimated to be 1 - Zm./year.

1 はじめに た。この欠点を補なうため、1978年 より、温泉地学研究
湯河原温泉は1955年頃から著しい温泉水位低下をひき   所で湯河原温泉の末利用源泉の静水位の連続観測を実施
起し、現在に至っている。この実態については、大木ら   している。この報告書は、主に、1978年から1980年まで
(1963、 1974)、 大山ら (1974、 1976)、 平野ら (1976)  の温泉水位の連続観測結果をまとめたものである。
により詳細に報告され、温泉行政は揚湯量だけでなく、

温泉の水位、温度、化学成分にも着目して行なわれる必   2 観測井の温泉水位観測結果
要があると指摘した。この指摘に基き、小田原保健所で    7本 の観測井の分布状況は、図1に大きい九として示
は、1974年から、置針付圧力計による動水位の連続観測   してあるように、ほば、湯河原温泉全域 (広河原、海岸
を実施していたがヽ 精度の点で十分な結果が得られなかっ 地域は除く)に わたっており、その概要は表1の とおり

である。各観測井の水位の状況は次のとおりである。
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第20号の水位は1976年 10月 から、第29号の水位は
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図 1 観測井及び第45号、第101号、第120号、第153号の所在位置

表 1 観測井の概要

1977年 5月 から、小田原保健所温泉課で連続観測されて

いる。図2は、海水面を基準とした各観測井の水位の観

測結果である (以後、水位は全て海水面を基準とする)。

第20号は1976～1978年の間に水位低下が認められな

いが、1978年以後、水位低下を起し、年間2m近い低下

洲認められた。第29号は観測開始後、半年ぐらい経過し

てから水位が低下し、年間lm程度の低下が認められた。

第162・■、第180号、及び第182■について

毀 標 高 口 径 深 度 泉 温

』/min
揚 湯 量

泉温、揚湯量
の調査年度

第 20号 112.7 500 5 7.7 111 1964

第 29号 132 289 65.0 1958

第161号 206 540 43.7 1979

第 162号 216 600 72.9

第 1 8号 100 9 1100 56.9

第 180号 274 650 86.2

第 182号 190 752 5 9,0
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図 2 観測井の海水面を基準とした水位の経年変化
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図 3 第120・7の水位の経年変化と湯河原温泉の総掲湯量の関係

-37-

5000

7000



70

これらの観測井は、1978年秋 (10月～11月 )か ら観測

を開始した。図 2から、第182号は、水位の季節的変化が

著しく、低下状況は余り明らかでない。第1"号と180号

の水位は季節的変化が少ないため、明瞭に水位低下量が

判る。両観測井ともこの観測期間中、年間2m程度の水
位低下が認められた。

第161号、及び第178号について

これらの観測井は、1979年春 (4月 ～5月 )か ら観測

を開始した。図 2から、両観測井とも、水位の季節的変

化は表われているが、観測期間が短かいこともあって水

位の経年変化は判らなかった。

3観測井以外の源泉の水位変化の状況
これらの源泉の分布は、図1に小さい丸として示して

あり、水位変化の状況は次のとおりである。

第1200に ついて

1974         1975

図4 第153・Iの水位、

1976        :977        1973

泉温、比電導度の経年変化
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1973         1974        1975

図6 第45号の水位、

図3は、第120号の水位の経年変化である。これからみ

ると、19∞年代前半は水位低下が年間約3mに達して

いた。その後、年間2m前後になり、1975～ 1978年 では、

殆んど水位低下が認められず、1979年 から再び低下し

ている。この源泉の最近の水位の変化は、観測井の第20

号のそれと一致し、一年程度遅れるが、図5の第101号

ともほぼ一致している。1961年からの湯河原温泉の総揚

湯量は、多少の増減はあるが、全体として増加傾向を

示し、温泉水位との相関が認められる。

第45号、第101号、及び第153号について

小田原保健所温泉課では、1958年 より各源泉の泉温、

揚湯量を測定している。1973年 からは、さらに温泉水の

比電導度も測定している。図 4、 図 5、 図6は、第153号

第101号、第45号の水位、泉温、比電導度の経年変化をそ

れぞれ示したものである。比電導度の変化は、溶存成分

量の変化を表わしていると考えられる。図4の第153号

は、水位が低下せず、泉温が少しづつ低下(0.5℃ /年 )

し、比電導度がかなり低下 (180μ O/cln/年 )し ている。

図5の第101号は、泉温、比電導度があまり変化せず、水

位がかなり低下(2,7m/年 )し ている。図6の第45号は、

泉温があまり変化せず、水位と比電導度が少しづつ低下

(0.6m/年 ,80μu/m/年 )し ている。

平野ら (1976)は、湯河原温泉のこごめ橋附近 (温泉

場)の温泉の冷地下水化について、Cl~/SOF比の変化に

し、OKI et al,1(1974)よ 、C17 SOヨ ]比により、湯河原温
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泉の泉質分帯を行なった。 C17 SOヨ 比に着日して泉質

の変化と水位変化とを検討した。

図7は、観測井及び第45号、第101号、第120号、第153

号のC17S01~比とその経年変化である。図 7と 図 4、

図 5、 図6を対比させてみると、C17 SO:~比が大きく、

経年変化の少ない源泉 (第120号、第101号)は水位低下

が大きい。C17 SOr比力Ч さヽく、経年変化の大きい感

(第153号 )は水位低下が少ない。第45号は両者の中間型

と考えられる。観源1井についても、ほぼ同様で、Cワ S

Or~比の大きい第29号、第162号、第180号は水位低下が

著しく、C1/SOr~比の小さい第161号、第178号、 第182
号は、水位低下が明瞭でない。

4考察

大山ら (1974、 1976)は、1955年 から1975年までの湯

河原温泉の水位の変遷について、不動滝附近の水位低下

は、1955年～1960年 の間に65m(13m/年 )に も達して

すり鉢状の低水位分布を形づくっていることを明らかに

した。その原因はこの地域の急激な過剰揚湯であった。

その後の水位低下の様子は、1961年 ～1972年まで、年間

2.5m、 1972年以後は、年間 lm前後になり、低下地域は

拡大していった。図 2、 図 3、 図5の不動滝附近の源泉

の水位低下の状態からみても、ほぼそれらをうらづけて

いる。又それ以外の地域の源泉についても、Cl~/SOr比

の低下傾向からみて、浅層地下水の混入は充分推測され、

泉温低下の傾向にあると考えられる。

次に、第120号 (図 3)、 第20号 (図 2)、 第101号
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図 7 観測井と第45号、第101号、第120・ 8、第153・7のCiブ SO:~比の1経年変化

万人
130:

(図 5)の水位の経年変化をみると、1975年～1978年の

間で、水位低下が認められない時期がある。図8は、湯   宿

河原温泉の年度別の宿泊人員である。1974年のオイルシ   泊

ョックと1975年 3月 の湯河原駅周辺で発生した腸チフス   人
120

が関係して、1975年から1976年にかけて急激に宿泊人員   員

が減少している。このことから水位低下の停止は、温泉

需要量の減少に伴ない、実質的に揚湯量が減少していた

ことが原因と考えられる。したがって、宿泊人員が回復    1:0
すれば、1975年前と同様の水位低下をきたすことになる。

図 2、 図 3、 図5か らみても、その通りの状態である。

5まとめ                              1972 1973 :974 1975 1976 1977 1970 1979

湯河原温泉では、不動滝、温泉場を中心として、現在       日8 湯河原温泉の年度別宿泊人員
でも、年間 lm～ 2mの温泉水位低下が認められる。そ
れ以外の地域でも、泉温の低下、溶存成分の減少等の涸   闘辞
渇現象が認められる。 この報告書をまとめるに当り、小田原保健所温泉課の
たまたま、1975年から湯河原温泉の宿泊人員が減少し 石井忠夫課長、広田茂氏、久保寺公正氏、迫茂樹氏から
た時期と温泉水位が回復しかかった時期が一致している は有益な助言と長年にわたる貴重な調査資料を頂いた。
ので、時間揚湯や地域別部分揚湯等の実質揚湯量削減の 又湯河原Fra務課の方からは、有益な統計資料を頂いた
効果は、期待できる。                  温泉地学研究所の大木靖衛所長、小鷹滋郎専門研究員、
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平野富雄主任研究員､粟屋徹主任研究員からは､有益閻助

言と検討をして頂いた。平賀士郎研究部長には、この調

査が円滑に進むよう御配慮して頂いた。

なお、この調査は、神奈川県衛生部温泉保護対策調査

費で行なった。
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写真１　観測井第29号



写真３　末広橋からみた不動滝附近

写真2　 こごめ橋からみた温泉場附近
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